

 第９回保育フォーラム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
期  日 ：  ２００９年６月１３日（土）

会  場 ：  明治安田こころの健康財団 講義室 
東京都豊島区高田３－１９－１０　 電話（０３）３９８６－７０２１
（JR山手線・西武新宿線・東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車、徒歩７分）
定  員 ：  １５０名　（定員になり次第締め切りますのでホームページなどでご確認ください）　　　　　　　　　
受講料 ：  ６,０００円（税込み）　宿泊・昼食は各自手配願います。
対  象 ：  幼児教育・保育関係者、幼児教育・保育を学ぶ学生、行政関係者、幼児教育・保育問題に関心のある方
主  催 ：　明治安田こころの健康財団・白梅学園大学・白梅学園短期大学
後  援 ：  全国保育協議会・全国保育士会・日本保育協会・全国私立保育園連盟・全国保育士養成協議会・
【申請中】　日本助産師会・全日本私立幼稚園連合会　（順不同）

　
プ ロ グ ラ ム       　　
	時    　間
	               内    容  ・  講    師（ 敬 称 略 ）

	１０：３０～１２：００

１３：００～１３：３０

１３：３０～１４：００

１４：１５～１５：４５
１５：４５～１６：００


	「発達に課題を抱えた子どもの保育と発達臨床学－発達、障害、支援をめぐって」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白梅学園大学教授　　　　　　　　無藤　隆
　　　　　                                                                                      
「保育園における障害児と気になる子の保育－３、４歳児を中心に」　     
私立豊川保育園保育士　  　　　　　　　　　　　　　 勝山　早優
「公立幼稚園における特別支援教育をめぐって」　     
目黒区立ひがしやま幼稚園前園長           　 川口　順子
パネルディスカッション 
「発達に課題を抱えた子の保育と保育園、幼稚園」
　　　　　パ ネ ラ ー：　　　 前　　　  掲　　　   　　　　　　　　    無藤　隆
        （順不同）白梅学園大学子ども学部発達臨床学科教授　　　　　　  堀江　まゆみ     

前　　　　掲　　　　　　　　　　　    勝山　早優
前　　　　掲　　　　　　               川口　順子
　　　　　　　　司       会  :     白梅学園大学子ども学部教授       　　　   山路　憲夫　
まとめ　　　　　　　　　 前　　　　掲　　　  　　　　　　　       無藤　隆


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
特別な支援が必要な子、育ちが気になる子の保育をめぐって


～障害のある子どもたちと特別支援教育を考える～





発達障害者支援法が施行され、自閉症等の発達障害を持った子どもの保育、教育に力を注ぐべきことが少しずつ自覚されてきています。支援法には「市町村は、保育の実施に当たっては、発達障害児の健全な発達が他の児童と共に生活することを通じて図られるよう適切な配慮をするものとする」と規定されています。また２年前に改正された学校教育法で特別支援教育が法的に位置づけられ、それを受けた２００７年４月の通達で「特別支援教育の推進」がうたわれています。その中には「個別の支援計画の作成」や「教員の専門性の向上」が課題とされています。


こうして、障害のある子や育ちが気になる子の保育、教育に本格的に取り組むことが歴史的な課題になってきているのですが、現場にはまだとまどいや人材不足を嘆く声が強くあります。それは当然ですが、だからといって手をこまねいていていいわけではありません。私たちは急いで、障害について、発達について、そして支援について学びを深めると共に、現場で可能な支援実践を工夫し構想することが求められています。


本フォーラムは白梅学園が中心になって、こうした課題に応えるために企画されたものです。積極的な参加をお待ちしています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【 白梅学園大学・短期大学学長　 汐見　稔幸 】


























　　　　　　　　　　　　　　　                                             （企画　白梅学園大学学長　汐見　稔幸）
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